
令和７ 年度 浜松市立三ヶ 日東小学校 学校評価アンケート 結果 

１  自己評価結果 

本校では、 目指す子供像を「 よ り よ い自分、 よ り よ い仲間、 よ り よ い学校を つく る 子」

と し 、 予測困難な令和の時代を 生き 抜く 子供たちの育成を目指し ている 。 こ の目指す子の

育成を具現化する ために「 知・ 徳・ 体」 のバラ ンス のと れた重点目標を 設定し 、 学校教育

目標である 「 夢をも ち、 都筑の丘に輝く 子」 を育てていき たいと 考えた。 そこ で、「 目指

す子供像」「 知…進んで学ぶ子」「 徳…思いやる 子」「 体…健やかな子」 の重点目標を 中心

に令和７ 年度の自己評価目標を 設定し 、 アンケート 形式で、 児童・ 保護者・ 教職員に回答

し ていただいた。  

  自己評価結果は別紙のと おり である 。 各設問の左側に付いている 記号は、 肯定的な評価

の割合（「 そう 思う 」「 大体そう 思う 」 の合計） を示し ている 。  

◎ 肯定的な評価が９ ０ ％以上 △ 肯定的な評価が７ ０ ％以上 

○ 肯定的な評価が８ ０ ％以上 × 肯定的な評価が７ ０ ％以下 

 

２  児童アンケート よ り  

 ・  すべての項目において、 肯定的な評価が８ ０ ％を 超えており 、 落ち着いて充実し た学

校生活を 送る こ と ができ ている 児童が多いと 言える 。  

・  「 授業では自分の考えを進んで伝えている 」 の項目がやや低い。 特に「 そう 思う 」 と

自信を も って答えている 割合が６ 割程度である 。 自分の意見を進んで言える 場の設定や

学習展開の工夫を さ ら に行い、 授業改善を 図っ ていき たい。 さ ら に I CT活用等を 含めた

「 伝え方」 についての指導も 継続的に行いたい。 ま た、「 学校に行く のは楽し い」 の項

目も ９ 割を下回っ た。 友達のよ さ やがんばり を 見つける 活動や委員会によ る イ ベント 活

動を充実さ せ、 自己肯定感や他者信頼感を 高め、 温かい雰囲気のある 学校づく り にさ ら

に努めていき たい。  

 

３  保護者アンケート よ り  

 ・  「 目指す子供像」「 思いやる 子」「 健やかな子」 の項目について、 ９ ０ ％程度の肯定的

な評価を いただいた。 楽し く 学校に通い、 他の学年の児童と も 仲良く 関わる こ と ができ

ている と 考えている 保護者が多い。 ま た、 学校での様子や情報について知ろう と し てい

ただいている 保護者が多く 、 本校の教育活動に大変協力的である と 言える 。  

 ・  「 知…進んで学ぶ子」 に関する 項目の自己評価が低い。「 授業では、 自分の考えを 進

んで伝えている 」「 分から ないこ と やでき ないこ と に粘り 強く 取り 組む」 の項目が低く

授業中に先生や友達の話を し っ かり 聞いている のか、 授業に参加し 、 内容を理解し てい

る のかと いった不安を 感じ ている も のと 思われる 。 ま た、 言葉遣い、 けじ めのある 行

動、 友達のよ さ を見付ける と いっ た項目が９ 割を 下回っ た。 家庭での表れが学校でも 出

ている のではないかと 考えたも のと 思われる 。 年間を通し て、 話を 聞く こ と 、 挨拶、 け

じ めをつける こ と の必要性については、 全校朝会等で繰り 返し 発信し ている 。 学習面と

合わせて今後も 考えていく よ う にし たい。  

 

 



４  教職員アンケート よ り  

 ・  保護者と 同じ よ う に「 授業では、 自分の考えを 進んで伝えている 」「 分から ないこ と

やでき ないこ と に粘り 強く 取り 組む」 の項目が低い。 学習面について、 物足り なさ を 感

じ ている 教職員が多いと 感じ る 。 校内研修を 継続し て行い、 本校の児童に合っ た「 主体

的な学び」 について模索し ていき たいと 考える 。  

 ・  「 毎日の授業に向けて、 教材研究の時間がと れている 」 の項目が大変低い。 学校での

勤務時間の業務の見直し や個人研修の時間の確保について、 働き 方改革の観点から 、 さ

ら なる 見直し が必要になっ てき ている と 考える 。  

 

５  いじ め防止基本方針に基づく 内容よ り  

・  児童への質問事項である 「 いじ めはど んな理由があっても いけないこ と だと 思う 」 と

いう 項目に９ ８ ％、「 先生は頑張っ ている こ と を 認めてく れたり 励ま し てく れたり し て

いる 」 と いう 項目に９ ９ ％の肯定的な意見が見ら れた。 いじ めゼロ に向けた取り 組みが

でき ている かと いう 事項については、 保護者、 教職員と も に高い評価を いただいた。 こ

れま での日頃の児童観察に加え、 学級担任が全児童と の個々面談を実施し 一人一人と 向

き 合う 時間が確保さ れている こ と で、 児童が安心し て学校生活を 送る こ と ができ る 環境

づく り につながっ ている と 考える 。  

  

６  成果について 

・  児童や保護者、 教職員の回答から 、 充実し た学校生活を 送っている こ と がう かがわれ

る 。 ま た、 本年度計画し ている 学校行事等の教育課程は、 計画通り すべて行う こ と がで

き ている 。 こ れから も 、 楽し い学校づく り のために、 児童や保護者、 地域の方の声を大

切にし て、 丁寧に対応し ていき たい。  

  

７  課題、 改善策について 

・  課題については、 自分の考えを進んで伝える こ と 、 粘り 強い学習への取り 組みが挙げ

ら れる 。 児童に粘り 強く 学習に取り 組ま せる ため、 話を聞く こ と の大切さ を 改めて考え

さ せる 。 ま た、 学習内容や題材を吟味し 、 楽し く 学べ、 学びが持続でき る 題材開発に努

めていき たい。 そし て、 自分の考えを進んで伝える こ と ができ る よ う 、 １ 時間ごと に学

習内容の確認や学びの振り 返り の場を設定し たり 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 積極的に利用し たり し

て授業改善に努めたい。  

・  いじ め問題への取り 組みについての課題は、 全職員が共通理解をも ち、 組織対応がで

き る 体制づく り を さ ら に進めていき たい。 今後、 児童が自分たちの力でよ り よ い学校づ

く り に参画する ため、 児童会や委員会活動を通し て、 いじ めがない楽し い学校づく り の

ための企画を 立案し 、 さ ら に活発化でき る よ う にし ていく 。  

・  学校教育目標の実現のため、「 知・ 徳・ 体」 のバラ ンス の取れた「 輝き プラ ン」 を作

成する 際、 児童実態や保護者・ 地域の願いを真摯に受け止めながら 、 児童や教職員に分

かり やすいも のになる よ う に、 重点項目を 明確にする 等工夫をし ていく 。 今後も 、 開か

れた三ヶ 日東小を 目指し 、 Ｃ Ｓ 活動やサポータ ー活動も 充実・ 発展さ せていき たいと 考

える 。  
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